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広報おんが

食品衛生週間
8月1日～7日

（2）

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
梅
南
は
、
近
年
に
な
く
南
も
少
な
く
梅
雨
あ
け
と
な
り
、
厳
し
い
君
さ

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
御
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
町
政
に
大
友
御
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
の
我
が
国
は
、
内
需
拡
大
と
い
う
こ
と
で
景
気
も
あ
ず
か
な
が
ら
回
復
の

き
ざ
し
を
見
せ
て
お
り
、
又
、
社
会
の
す
う
勢
に
も
見
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
週
休

二
日
制
等
に
伴
い
一
般
的
に
余
暇
時
間
の
泊
大
が
見
ら
れ
る
一
方
、
社
会
教
育
の

面
に
お
い
て
も
人
々
の
学
習
要
求
は
多
様
化
し
、
か
つ
高
度
化
し
、
近
年
の
経
済

生
活
の
も
と
で
と
も
す
れ
直
物
鎮
万
能
の
考
え
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
で
心
の
豊
さ
を
謙
れ
る
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
北
九
州
市
立

美
術
館
で
名
画
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
文
化
に
つ
い
て
関
心
を
よ
り

高
め
、
心
の
豊
さ
を
が
ん
養
す
る
こ
と
に
よ
り
精
神
的
に
も
立
派
な
町
民
と
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

遠
賀
総
合
運
動
公
園
の
堂
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
す
所
あ
ず
か
と
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
「
み
ど
り
の
広
場
」
と
し
て
町
民
の
皆
様
が
多
目
的

に
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
芝
を
殖
え
広
場
を
建
設
す
る
計
画
で
す
の
で
、
町
民
の

方
々
の
憩
い
の
場
と
し
て
数
多
く
の
利
用
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
逓
山
手
線
に
つ
き
ま
し
て
は
交
通
量
も
増
え
事
故
の
危
険
性
も
あ
り
ま
す
の

で
歩
過
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。
そ
の
他
第
一
縫
一
般
向
公
営
住
宅
の
建
設
、
遠

賀
中
学
校
大
規
模
改
修
等
各
種
事
業
を
本
年
度
行
い
ま
す
が
、
靖
事
業
の
逆
行
に

つ
き
ま
し
て
は
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
行
政
努
力
を
し
て
ま
い
ろ
所
存
で
す
。

暑
さ
一
段
と
き
び
し
き
折
、
町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
康
に
留
意

さ
れ
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

遠
賀
町
長

高
　
山
　
和
　
幸

冷
蔵
庫
の
”
過
信
〟
は
禁
物

食
中
毒
の
六
割
が
夏
季
に
集
中

夏
は
食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
季

節
。
昨
年
発
生
し
た
食
中
毒
件
数
の
六

〇
％
が
、
七
月
か
ら
九
月
に
集
中
し
て

い
ま
す
。
食
中
毒
の
発
生
要
因
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
冷
蔵
庫
の
。
過

信
〟
に
よ
る
食
中
毒
も
頻
発
し
て
い
ま

す
。
「
冷
蔵
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
食

品
は
い
た
ま
な
い
し
、
ま
し
て
食
中
毒

な
ん
て
・
・
」
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い

で
し
ょ
う
が
、
冷
蔵
庫
は
、
絶
対
に
安

全
な
場
所
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん。厚
内
の
温
度
は
一
〇
度
以
下
に

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
や
ブ
ド
ウ
球
菌
な
ど

食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
細
菌
は
、
気
温

一
〇
度
を
超
え
る
と
徐
々
に
増
殖
を
は

じ
め
ま
す
。
五
度
以
下
は
ら
ま
ず
安

心
。
で
す
か
ら
冷
蔵
庫
の
中
は
、
少
な

く
と
も
一
〇
度
以
下
に
保
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。
庫
内
の
温
度
を
上
げ
な
い
た
め
に
、

夏
場
、
特
に
注
憲
し
だ
い
の
が
冷
蔵
庫

の
ド
ア
の
開
閉
で
す
。
一
度
冷
蔵
庫
を

開
け
る
と
、
庄
内
の
温
度
は
ケ
ン
と
上

が
り
ま
す
。
実
験
に
よ
る
と
、
外
の
気

温
が
一
八
度
の
と
き
で
さ
え
、
ド
ア
を

十
秒
開
け
て
お
く
だ
け
で
、
厚
内
の
温

度
が
五
度
上
が
っ
た
報
告
さ
れ
て
い
ま

す。

「
何
を
取
り
だ
そ
う
か
な
ぁ
」
と
ド

ア
を
開
け
て
考
え
て
い
る
数
秒
の
間

に
、
細
菌
は
、
じ
わ
り
じ
わ
り
と
活
動

を
は
じ
め
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
ド
ア
の
開
閉
は
で
き

ろ
だ
け
回
数
を
減
ら
し
、
開
け
て
い
る

時
間
も
短
く
し
ま
し
ょ
う
。

「藩十。－



夏の交通安全県民運動実施中

dづ1∴
●迷惑な暴走運転はやめます

●道路への飛び出しはやめます

●シートベルト、ヘルメットは
正しく着用します

ただいま夏の交通安全県民運動か次の重点で実施されて

います。ドライバーの皆さん、歩行者の皆さん、交通ル

ールとマナーを守り交通安全に努めましょう。

田　青少年運転者による無謀運転の防止と暴走族の追放

圃　子供と高齢者の交通事故防止

圃　正しい方法によるシートベルト、ヘルメットの着用の徹底

交通安全は・…

1＿ヽ∴′∴へ �rL′ヽ ｛∴∴？　　欄 
rヽ　ぐ†ヽ● �e　　　　　′1　　　（へ 

） （｝ ∵∴ �《ヽ　弓イ ▼ 烏　　o 

空輸 �♂鴫 

家 �庭から 

家庭は、自動車・パイク・自転車あるいは歩行など

様ざまな交通手段を利用する家族で構成されています。

それぞれの立場から交通安全についての話題を持ち出

して話し合うことは、相手の立場を理解することにも役

立ちます。

①安全速度を必ず守る。
②カープの手前でスピードを落とす。

③交差点では必ず安全を確かめる。

④一時停止で横断歩行者の安全を守る。

⑤飲酒運転は絶対しない。

（3）

①安全速度を守る。
②十分な車間距離をとる。

③割込みをしない。
④わき見運転をしない。

⑤路肩を走行しない。



トビア

ONGA

今年の夏は

速効〃に荘官！
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▲スピードとスIllLのアマチュア・モーターボート

子供だけでの水遊び

はたいへん危険です。

必ず大人が同伴しま

しょう。

∴＼∴∴∴ �彊 純 理 �閉園震　撼騙 �弼 

駄勘／へ雪÷擾　測馳　駆門間胴囲 
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広報おんが

キノコの女王 
発見〃 

な　す食　ま　キ　レ　メ　笠　　と　草　の　り　の 
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夏だ、キャンプだ
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つだ（ 

七
月
九
日
、
総
合
運
動
公
園
町
民

の
森
で
、
野
外
活
動
講
習
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
数
日
前
に
梅
雨
も
あ
げ

て
、
こ
の
日
は
最
高
気
温
が
三
十
五

度
に
も
達
す
る
ギ
ラ
ギ
ラ
の
真
夏
日
。

参
加
し
た
各
地
区
の
子
供
会
育
成
会

の
役
員
や
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
み
な
さ
ん
は
、
流

れ
る
汗
を
拭
き
拭
き
、
テ
ン
ト
の
設

営
や
飯
こ
う
炊
飯
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
今
年
の
キ
ャ
ン
プ
は
き
っ

と
楽
し
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

キ
ャ
ン
プ
地
で
は
、
マ
ナ
ー
を
守

っ
て
、
自
然
を
荒
し
た
り
他
人
に
迷

惑
を
か
け
た
り
し
な
い
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。



広報あんが

年金額4月から引き上げ
国民年金の年金額が、4月にさかのぼって引き上げられました。

これは、昨年一年間の物価上昇に見合うものです。

在お、4月にさかのぼって年金額が引き上げられたため、その

差額は、老齢年金、基礎年金及び老齢福祉年金が8月に、その

他の国民年金（障害年金、母子年金など）は、9月に支払われます。

年金額（月額）の比較　（単位川）

区　分　　　　　　年度 ��62 �63 

ス　　ラ　　イ　　ド　率 ��0．6％ �0．1％ 

老齢基礎年金 ��52．208 �52，267 

障害基礎年金（1級） ��65．258 �65，333 

々　　　（2級） ��52．208 �52，267 

過族基礎年金（妻分、子一人） ��67．867 �67，942 

拠 �老齢年金 10年年金 5年年金 �32．450 �32，483 27，650 
27．625 

出 �22年加入 �47．558 �47，600 

年 �障害年金（1級） �65．258 �65，333 

金 �〃　（2級） �52，208 �52，267 

母子年金（子一人） （母子加算を含む） �67，867 �67，942 

福 祉 �老齢福祉年金 収入600万円未満 �27，400 �27，500 

年 金 �収入600万円以上 　876万円未満 �24．100 �24，150 

（注）収入600万円及び876万円は、6人世帯の扶養義務者などの収入をいいます。

（61

「
階
雪
害
の
主
張
」
募
集

障
害
者
ご
本
人
や
、
家
族
の
方
な
ど
が
日
頃
か
ら

考
え
ら
れ
て
い
る
、
障
害
者
問
題
に
関
す
る
意
見
や

体
験
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格

県
内
居
住
の
障
害
児
者
と
そ
の
家
族

●
内
容
・
応
募
方
法

・
テ
ー
マ
　
〟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
私
〟

ク
家
族
〟

そ
の
他
、
本
人
が
自
由
に
テ

ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
も
可

・
細
字
話
原
稿
用
紙
5
枚
以
内

・
冒
頭
に
テ
ー
マ
を
、
末
尾
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
障
害
種
別
、

本
人
又
は
家
族
（
続
柄
）
の
別
、
連

絡
先
（
亀
話
番
号
）
を
明
記
の
こ
と

・
黒
の
万
年
筆
又
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
に
限

る
、
視
力
障
害
者
の
方
は
、
点
字
で

の
応
募
も
可

●
締
　
切

9
月
5
日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

●
入
費
作
品

・
応
募
作
品
の
中
か
ら
障
害
種
別
な
ど

を
考
慮
し
て
3
名
程
度
の
入
賞
と
若

干
名
の
佳
作
者
を
決
定

・
同
月
上
旬
、
本
人
に
通
知

・
1
2
月
1
0
日
の
「
障
害
者
の
日
」
記
念

「
広
が
る
希
望
の
つ
ど
い
」
会
場
で

そ
の
「
主
張
」
を
本
人
か
ら
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
す

・
入
賞
者
に
は
、
知
事
の
賞
状
と
記
念

品
を
、
佳
作
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈

●
そ
の
他

応
募
さ
れ
た
作
品
の
版
権
は
、
福
岡

県
に
屈
し
、
作
品
は
返
却
し
な
い

●
主
　
催

福
岡
県
、
（
株
）
F
M
福
岡

●
送
り
先
及
び
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
民
生
部
障
害
福
祉
課
へ

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7

舘

0

9

2

（

6

4

1

）

4

7

6

1

鯖
国
際
障
害
者
年
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
に
こ
協
力
を
…
。

田
園
南
関
園
田

●
大
は
、
用
人
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か

ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
い
つ
も
き
れ

い
に
し
て
お
え
－
ま
し
ょ
う
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、
物
を
圃

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
の
噌
・
改
築
な
ど
で
メ
ー
タ
ー
が
梱
れ

た
り
、
見
に
く
く
な
っ
た
と
き
は
、
検
針

し
や
す
い
場
所
に
移
設
し
ま
し
ょ
う
。

人
人
声
出
亡
比

認
雷
死
綱

7
　
0
0
　
4



広報おんが

とびら閲体牒動向

圏圏
●応募資格●

県内在住の人

●標語の内容●

健康づくり運動・スポーツ実践運動・親切連動・あ
いさつ運動・エチケット運動・青少年健全育成運動・

環境美化運動・花いっぱい運動・緑化運動・安全連
動・文化振興運動・県産品愛用運動、以上12項目の

運動に関するもの

●応募方法●

官製はがきに運動項目、住所、氏名、年齢、性別、
職業（または学校名、学年）を明記、作品は自作、

みんなが進んで県民運動に参加し、国体ムード

を盛り上げるような、楽しい標語を募集します。

今年始めに募集した「国体の歌・音頭」では、
松ノ本にお住いの上野裕司さんが佳作に選ばれて
います。

未発表のものに限ります
●募集期限●

63年8月10日（当日消印有効）

●ほう賞●
優秀作　各1点（12点）賞状及び副賞1万円（小・

中学生の場合は賞品）

町政 国蝶 トピックス 　　　●●∴ 

：　∴「∴ ） 。＼詰〈／／。 　　7月8日、町の医師会と町長・ 　保健衛生担当者との懇餓会が開か 　れました。 絡／町の重点施策である「住民の健 ＼／＼臨／（藍膏蒸輩 

（7）
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職
業
訓
練

指

導

員

試

験

⑤
和
裁
科

●
試
験
日
と
場
所

・
学
科
試
験
　
9
月
2
日
（
金
）

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

・
実
技
試
験
　
9
月
5
日
（
月
）

久
留
米
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
間
　
8
月
1
日
（
月
）

～
8
日
（
月
）

⑤
陶
磁
器
科

●
試
験
日
と
場
所

・
学
科
試
験
　
9
月
1
4
日
（
水
）

種
岡
県
庁

・
実
技
試
験
　
9
月
約
日
（
木
）

九
州
造
形
短
期
大
学

●
受
付
期
間
　
8
月
1
日
（
月
）

～
8
日
（
月
）

⑤
右
記
以
外
の
免
許
職
種

●
試
験
日
と
場
所

・
学
科
試
験
　
日
月
1
日
（
火
）

福
岡
高
等
技
術
専
門
校

●
受
付
期
間
　
m
月
3
日
（
月
）

～
Ⅱ
日
（
火
）

※
特
　
典
　
技
能
検
定
な
ど
の
試
験
を

受
け
る
と
き
、
学
科
試
験
が
免
除

に
な
り
ま
す
。

⑤
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
労
働
部
職
業
能
力
開
発
謀
へ

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7

㊨
0
9
2
（
6
4
1
）
4
8
6
0

検
　
察
　
審
　
査
　
会

不
起
訴
処
分
に
不
満
の
方
は

今
す
ぐ
審
査
申
し
立
て
を

詐
欺
、
お
ど
し
、
傷
害
、
暴
行
、
交

通
事
故
な
ど
の
被
害
を
受
け
、
諮
禁
や

検
察
庁
に
訴
え
だ
の
に
、
裁
判
に
か
け

ず
に
不
起
訴
処
分
に
さ
れ
た
。
「
処
分

に
は
納
得
で
き
な
い
、
不
満
だ
。
」
そ

う
い
う
方
は
、
今
す
ぐ
検
察
審
査
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し
た
人

や
、
犯
罪
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
人

も
、
不
起
訴
処
分
に
対
し
て
審
査
の
申

し
立
て
が
で
き
ま
す
。

申
し
立
て
の
費
用
は
い
っ
さ
い
不
要

です。
●
詳
細
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

小
倉
検
察
審
査
会
事
務
局
へ

小
倉
北
区
金
田
1
丁
目

福
岡
地
裁
小
倉
支
部
内

㊨
（
5
6
1
）
3
4
3
1

行
方
不
明
者
を

さ
が
す
相
談
所

福
岡
県
警
察
本
部
で
は
、
「
行
方
不

明
者
を
さ
が
す
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

す
。
次
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
困
っ

て
い
る
万
、
悩
ん
で
い
る
方
は
、
気
軽

に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

●
目
　
時
　
8
月
4
日
（
木
）

～
8
日
（
月
）
の
5
日
間

毎
日
9
時
～
1
6
時

●
場
　
所
　
福
岡
県
螢
察
本
部

福
岡
市
博
多
区
束
公
園
7
－
7

（
I
R
吉
塚
駅
か
ら
徒
歩
5
分
）

●
相
談
内
容

・
家
を
出
て
長
期
間
に
な
る
が
、
行
方

が
わ
か
ら
な
い
。

・
遺
書
や
日
常
の
言
動
か
ら
自
殺
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
。

・
病
弱
、
老
齢
、
年
少
な
ど
の
た
め
、

死
亡
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

・
犯
罪
の
被
害
者
に
な
っ
て
い
る
お
そ

れ
が
あ
る
。

※
ご
相
談
に
お
い
で
に
な
る
と
き
は
、

写
真
な
ど
手
か
か
り
に
な
る
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

●
詳
細
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
轡
察
本
部
鑑
識
課
へ

㊧
0
9
2
（
6
4
1
）
4
1
4
1

し解

た
な
は
た
習
字

作
　
品
　
展

日
本
習
字
会
員
に
よ
る
「
た
な
は
だ

蔵
書
会
」
の
作
品
展
を
行
い
ま
す
。
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
見
て
く
だ
さ

い
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
潮
　
目
　
8
月
6
日
（
土
）

～
8
日
（
月
）

●
場
　
所
　
遠
賀
コ
；
、
ユ
ニ
テ
ー
ゼ
ン

ダー

●
主
　
催
　
日
本
習
字
教
育
財
団

●
後
　
援
　
遠
賀
町
教
育
委
員
会

●
詳
細
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

別
府
　
長
野
和
子
へ

㊨
（
2
9
3
）
0
2
0
5

A
題



※事前にお問い合わせのうえ、お
いでください。

⑲図書室ニュース

●一枝図書
宗教は心を満たすか　　　　　　　　毎日新聞社編
ロバート　キャパ写真集

ロバート・キャパ書　文芸春秋

タッチ　　　　　エルモア・レナード著　早川書房
忍びの風（上、下）　　　池波正太郎善　女芸春秋
西域伝（上、下）　　　　　　伴野　朗著　集英社
浮巣　　　　　　　　　　　笠原　淳著　福武書店
ほつれ雪　　　　　　　　三好京三春　主婦の友社
狂ってしまった野菜たち

村野雅義著　情報センター出版局
スカートのデザイン112　　　　　　　　文化出版局

うちのお惣菜　　　　　　　滝沢真理看　鎌倉富房
白髪は体の赤信号　　　高橋由美手書　主婦の友社
帰っていいのよ、今夜も　山下勝利善　朝日新聞社
小説不動産業界　　　　　新井忠行暮　かんき出版

●児童図書
モモ、MOMOの本　　　　　　　　　　岩波書店

きつねがひろったイソップものがたり（1－3）
岩波書店

よもぎのはらのたんじょうかい
あまんきみこ看　金の星社

ぶたのここぶた　　　　友田多喜雑著　あかね書房
マカーク少年探偵団（1十一15）

E W・ヒルディック　あかね書房

おかあさんにはひみつだよ　西本鶏介著　金の星社
白い町ヒロシマ　　　　　　木村靖子著　金の星社
地球に何がおきているか　　根本順古書　筑摩書房
その他多数入りました。
長い夏休みに入りました。この機会に長矧こ挑んで

スポーツの結果 
バドミントン大会　　鋸諸富センタ＿ 

卓球（個人）大会　　　韻漣校体蘭 

三原就跡好バレーボール大会韻諸星枚体龍 

［亘二重］遠質ク子プ茸笹女子 

i 

i　r」－「 
述錆ママ　遠賀南ママ　遠∴∴賓？∴遠賀クラブ　遠餌北 

（9）

老
人
居
室
整
備

資
金
貸
付

福
岡
県
で
は
、
六
十
歳
以
上
の
お
年

寄
り
と
現
在
同
居
し
て
い
る
人
、
ま
た

は
同
居
し
ょ
う
と
し
て
い
る
人
が
、
お

年
寄
り
の
た
め
に
居
室
な
ど
を
増
築
ま

た
は
改
築
、
改
造
す
る
場
合
に
必
要
な

整
備
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

●
貸
付
限
度
額
　
脚
万
円

（
最
低
5
0
万
円
か
ら

1
0
万
円
き
ざ
み
で
脚

万
円
ま
で
）

●
利
　
息
　
年
3
パ
ー
セ
ン
ト

●
償
還
期
限
　
1
0
年
以
内

●
議
運
方
法
　
元
利
均
等
に
よ
る
月
賦

償
還

●
担
保
・
保
怪
人
　
担
保
は
不
要

連
語
保
証
人
は
2
人

●
申
込
締
切
　
9
月
1
0
日
（
土
）

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

役
場
福
祉
課
福
祉
係
ま
で

㊨
（
2
9
3
）
1
2
3
4

子
　
犬
　
の
　
里
　
親

（
財
）
福
岡
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

で
は
、
「
子
犬
を
家
族
の
一
員
と
し
て

一
生
飼
っ
て
い
た
だ
く
」
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
譲
渡
日
　
毎
週
月
～
木
曜
（
年
末
年

始
、
盆
、
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
時
間
　
1
3
時
～
1
4
時

（
引
き
渡
し
は
1
5
時
）

●
持
参
品
　
印
鑑
、
筆
記
具

●
議
波
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

粕
屋
郡
古
賀
町
小
竹
1
3
1
－
2

㊥
0
9
2
（
9
4
4
）
1
2
8
1

合
同
会
社
説
明
会

福
岡
県
と
福
岡
県
地
場
産
業
人
材
確

保
対
策
協
議
会
で
は
、
来
春
、
大
学
・

短
大
・
高
専
を
卒
業
さ
れ
る
方
を
対
象

に
、
企
業
と
学
生
が
直
接
面
談
す
る

「
合
同
会
社
説
明
会
」
を
開
催
し
ま

す。
福
岡
県
内
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
学

生
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
（
入
場
無
料
・
参
加
自
由
）

⑤
福
岡
会
場

●
日
　
時
　
9
月
8
日
（
木
）

1
3
時
5
0
分
～
1
7
時

●
場
　
所
　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル

博
多
区
博
多
駅
前
2
－
m
1
1
9

●
参
加
企
業
　
福
岡
地
区
・
筑
後
地
区

の
地
場
中
堅
企
業
を
中
心
に
1
2
0

社
を
予
定

⑤
北
九
州
会
場

●
日
　
時
　
9
月
1
2
日
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
1
7
時

●
場
　
所
　
九
州
厚
生
年
金
会
館

小
倉
北
区
大
手
町
1
2
－
3

●
参
加
企
業
　
北
九
州
地
区
・
筑
豊
地

区
の
地
場
中
堅
企
業
を
中

心
に
5
0
社
を
予
定

⑤
内
　
容

・
各
社
の
人
事
担
当
者
と
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
面
談
で
き
ま
す
。

・
短
時
間
の
う
ち
に
効
率
的
に
会
社
訪

問
が
で
き
ま
す
。

・
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

・
最
新
の
求
人
情
報
一
覧
表
を
無
料
進

呈
し
ま
す
。

●
詳
細
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー
へ

8
0
9
2
（
1
1
4
）
1
5
5
6
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…　＝　⑤　…　＝　⑥
料　　持　　内揚時期料　　蒋　　内楊時期
参　　　　　　　　　　　　参

金　　品　　容新聞　日　金　　晶　　容所同　日

…　●　⑤
内射場時期

客年所同　日

…　●（D　●　●
内対繊時期料持

参
富ま新聞　日　金晶

テレホンサービス
℡【鵠割531－8181

ハイ　ハイ

381…書棚萱；回書害喜田 

月 �前立腺について 

火 �ムシ歯でなくても水がしみる？ 

水 �子供と日射病 

木 �ボケ老人と介護 

会 �妊娠とくすり 

土 日 �コレステロールのおはなし 

●時間は朝10時一翌日の謝0時までが同じ内容です。

福岡県保険医協会

発行所　福岡県遠賀郡遠賀町役場∴∴編集　企画調整係　印刷　冷軸印刷合資会社（10）

食
な
ど
指
導

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
　
金
　
無
料

8
月
1
日
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

役
場
保
健
室

産
前
産
後
の
過
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
鑑
無
料
8
月
2
2
日
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
胸
時
5
0
分

役
場
保
健
室

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導
母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、

印
鑑
無
料

8
月
2
日
（
火
）

9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

中
央
公
民
館

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

検
査
セ
ッ
ト
配
布

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

無
料
8
月
9
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
m
時
0
0
分

中
央
公
民
館

生
後
7
カ
月
～
1
2
カ
月
児

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

●
今
古
賀
　
8
月
3
日
（
水
）

9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

今
古
賀
公
民
館

●
旧
　
停
　
8
月
6
日
（
土
）

9
時
～
Ⅱ
時

旧
停
公
民
館

●
若
葉
台
　
8
月
1
0
日
（
水
）

9
時
～
日
時

若
葉
台
公
民
館

●
中
　
央
　
8
月
日
日
（
木
）

9
時
～
日
時

1
3
時
～
1
5
時

中
央
区
公
民
館

※
検
査
項
目
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
六
月
二
十
五
日
の
広
報
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
し
尿
・
ゴ
ミ
の
収
集

8
月
1
4
日
・
1
5
日
は
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
し
尿
の
臨
時
収
集
の
お
申
し
込
み
は

8
月
5
日
（
金
）
ま
で
に
、
印
鑑
を

持
参
の
う
え
役
場
保
健
衛
生
係
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
の
診
療

8
月
1
4
日
・
1
5
日
の
一
一
日
間
、
開
設

い
た
し
ま
す
。

●
診
療
時
間
　
9
時
～
1
7
時

●
塘
　
所
　
水
巻
町
大
字
下
二

5
7
6
番
地
の
4

（
I
R
水
巻
駅
か
ら
南
へ
徒

歩
3
分
医
師
会
館
西
側
）

㊥

（

2

0

1

）

9

9

9

9

●
診
掠
科
目
　
内
科
・
小
児
科

※
急
病
で
止
む
を
え
な
い
患
者
さ
ん
以

外
は
こ
遠
慮
く
だ
さ
い
。

嚢
曝
④
曽
㊧
㊥
隠

意
外
に
多
い
家
庭
で
の
事
故
死

一
年
間
に
約
六
千
二
百
人

自
動
車
事
故
や
階
段
か
ら
の
墜
落

浴
槽
内
で
の
溺
死
な
ど
、
不
慮
の
事

故
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
人
は
、
昭
和

六
十
一
年
の
一
年
間
に
全
国
で
約
二

万
九
千
人
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
本
人
の
死
因
の
第
一

位
か
ら
三
位
ま
で
が
成
人
病
　
－
　
ガ

ン
、
心
臓
病
、
脳
血
管
疾
患
　
－
　
で

あ
る
の
に
比
べ
、
不
慮
の
事
故
は
幼

年
か
ら
老
年
ま
で
の
幅
広
い
層
に
及

ん
で
い
る
の
か
特
徴
で
す
。

お
年
寄
り
と
子
供
は

特
に
注
意
を

不
慮
の
事
故
に
よ
る
死
者
の
う
ら

最
も
多
い
の
は
自
動
車
事
故
で
、
約

一
万
二
千
四
百
人
と
、
全
体
の
半
数

近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
高

所
か
ら
の
墜
落
が
約
四
千
人
、
溺
死

約
三
千
人
、
窒
息
死
約
二
千
八
百
人

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
不
慮
の
事
故
が
起
こ
る

場
所
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
家
庭
で

の
死
者
数
が
約
六
千
二
百
人
と
意
外

に
多
い
の
か
目
を
引
き
ま
す
。
交
通

事
故
を
除
い
た
事
故
に
よ
る
死
者
の

約
四
割
が
、
ふ
だ
ん
最
も
安
全
と
さ

れ
ろ
家
庭
の
中
で
亡
く
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
こ
れ
を
年
齢
別
に
み
る
と

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
圧
倒

的
に
多
く
、
約
六
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
五
歳
未
満
の
幼
児
の
死

亡
も
全
体
の
一
割
を
超
え
て
お
り
、

家
庭
で
の
不
慮
の
事
故
に
よ
る
死
者

の
大
半
が
高
齢
者
と
幼
い
子
供
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
事
故
を
種
類
別
に
み
る
と

つ
ま
ず
き
や
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
転
倒

階
段
な
ど
か
ら
の
墜
落
、
幼
児
・
お

年
寄
り
に
多
い
窒
息
や
溺
死
、
さ
ら

に
中
毒
、
火
災
な
ど
が
死
亡
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
◇

日
常
生
活
の
疎
故
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
安
全
へ
の
心

配
り
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

ーつ。


